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Ⅰ．男女共同参画推進の意義
　男女共同参画の推進は、全ての方が生きがいを感じられる多様
な社会の実現に不可欠であり、我が国の経済社会の持続的な発展
に不可欠な要素です。少子高齢化や価値観の多様化が進む中、あ
らゆる分野の意思決定に男女が参画し多様な視点を確保すること
が、活力ある持続可能な社会につながります。

Ⅱ．データで見る現状と成果

1．構造の変化（約40年前と比較）
　人口構造：女性就業者が増加する一方で、就業者全体が高齢化。
　世帯構造：単独世帯の割合が最大に。高齢者単独世帯の増加も背景のひとつ。
　共働き：共働き世帯は徐々に増加。夫婦ともにフルタイムで働く世帯も増えている。

2．各分野での女性活躍
　政治分野： 議員の女性割合は衆議院

15.5%、参議院 29.6%、
都道府県議会14.6%、市
町村議会18.1%。女性参
画の課題としては、活動
と家庭生活の両立、女性
議員へのハラスメントな
どがある。

　行政分野： 国家公務員の採用者に
占める女性の割合は約4
割程度。役職に就く女
性も増えている。

　企業分野： 管理職相当の女性割合
や上場企業の女性役員比率は上昇傾向にあるが、依然他国との差は大きい。機関投資
家の約３分の２は長期的な企業業績への影響があるという理由で女性活躍の情報を投
資判断に活用している。

基調報告
日時 10月４日（土）10:20～10:50
会場 奈良県橿原文化会館　大ホール

男女共同参画に関する最新状況について
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Ⅲ．根強く残る課題

１．労働と経済の格差
　正社員同士でも、年齢を経るごとに男女の給与の差が拡大しています。これは管理職比率の違い
や就業継続期間の違いなどが原因です。2026年４月より、従業員数101人以上の企業を対象に女
性管理職比率と賃金差異の比率の両方を開示することが義務化されます。

２．時間の使い方の格差
　女性は非正規雇用の割合が高く、
特に年齢層が上がるとその割合も
大きくなります。無償労働時間（家
事・育児等）は女性が男性の５倍で
あり、他国と比べても大きな差があ
ります。背景に固定的性別役割分
担意識やアンコンシャス・バイアス、
長時間労働の慣行等があります。
男女ともに長時間労働の是正と生
産性の向上、多様で柔軟性のある
働き方を推進する必要があります。

３．健康・介護問題
　男性と女性で健康課題が異なりま
す。性差のある病気の罹患は男性の
場合、中年期以降で多くなる傾向が
あるが、女性の場合は20代から50
代の様々な時期に起こる傾向がある
ため、生涯にわたる健康支援が必要
です。また、家庭で介護する男性が
増加しており、ワーキングケアラー
が増加するなか、離職防止等のため
の両立支援が極めて重要となります。
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４．若年層の意識変化と将来の展望
　若年層では男女ともに「仕事と家
庭を両立したい」「パートナーに両
立してほしい」と考える割合が最も
高く、管理職になりたいという20代
女性は以前に比べ増加しています。
また、男性の育児休業取得率も高
まっています。若年層の意識変化を
よく理解し、政府も「共働き・共育
て」の実現に向けた取り組みや、働
き方改革を進めなければなりません。

５．地域課題
　女性を含め誰でも安心して住み続
けられる地域を作っていくことが重
要です。若者の転出理由に、出身地
域での親や周囲の人の干渉や世間体
から逃れたかった等の回答があり、
背景には固定的な性別役割分担意識
が考えられます。2026年４月に男
女共同参画機構を発足させ、各地の
男女共同参画センターの支援を通じ
て、各地の男女共同参画の取り組み
をサポートしていきます。

６．安心・安全の確保
　災害時には女性や子どもなど脆弱
な状況にある者がより多くの影響を
受けるため、平時から防災・復興に
関する意思決定や防災の現場への女
性の参画が重要です。
　また、性犯罪・性暴力は被害者の
尊厳を踏みにじる重大な人権侵害で
す。DVについては、精神的な暴力
も保護命令制度の適用となるよう法
改正を行いました。
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Ⅳ．今後の展望

　政府は、5年間の「男女共同参画
基本計画」を定め、その中で毎年各
省庁と連携して取り組む施策「女性
版骨太の方針」をまとめています。
直近では「女性に選ばれ、女性が活
躍できる地域づくり」を重点的施策
の一つ目に定めています。引き続き
横断的な視点を持って、進めていき
たいと考えています。

　様々な分野で男女がともに参画し、あらゆる方が暮らしやすい社会を実現すること、そして地域
での男女共同参画が進み、地域の活力が高まることが、日本全体の活力向上、ひいてはウェルビー
イングの向上につながります。
　本大会が男女共同参画社会の形成促進と推進の原動力となることを期待しています。


